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コラム＊ねんきん瓦版

　６年４月から７年３月までの国民年金保険料
は、月額１万6,980円です。保険料が未納のまま
だと、将来的に老齢基礎年金を受けられない場
合や、不慮の事態で死亡したり障がいが残った
りしたときに「障害基礎年金」や「遺族基礎年金」
が受けられない場合があります。経済的な理由
などで保険料を納めることが難しいときは、「免
除制度」や「納付猶予制度」をご利用ください。
●保険料免除制度とは
　本人と世帯主、配偶者の前年度の所得が一定
額以下の場合や、失業した場合などで、保険料
の納付が難しいときに利用できる制度です。本
人が申請して承認されると納付が免除されま
す。免除される額は、「全額」「４分の３」「半額」
「４分の１」の４種類です。
●保険料納付猶予制度とは
　本人の年齢が50歳未満で、本人・配偶者の

前年度の所得が一定以下の場合には、本人が申請
することで保険料の納付が猶予されます。将来の
年金額には反映されませんのでご注意ください。
●制度を利用するには申請が必要
　内子町役場本庁、内子分庁、小田支所で申請で
きます。申請は７月１日から受け付けています。
●その他
▷学生は「学生納付特例制度」をご利用ください。
▷免除申請は、申請時点の２年１カ月前の月分ま
　でさかのぼることができます。
▷失業を理由に申請するときは、雇用保険受給資
　格者証や離職票などをお持ちください。
【問い合わせ】
〇住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２
〇松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５

保険料の支払いが難しいときは――
免除・猶予制度をご活用ください

　
愛
媛
大
学
と
連
携
し
た
文
化
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
６
年
度
の
開

催
は
残
り
５
回
で
、
興
味
が
あ
る
講

座
だ
け
の
受
講
も
で
き
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
、
内
子
の
暮
ら
し
や
文
化

に
つ
い
て
共
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
12
月
に
は
内
子
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
調
査
内
容
を
報
告
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
予
定
で
す
。

《
各
回
共
通
》

●
時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料
　
各
講
座
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
無
料
。
お
得
な
年

　
会
費（
２
０
０
０
円
）も
あ
り
ま
す
。

※
ラ
イ
ブ
配
信
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

　
希
望
者
は
開
催
日
の
前
日
ま
で
に

　
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
内
子
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
１
４
０
２
９
０

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
自
治・学
習
課

生
涯
学
習
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

　gakusyujichi-s@
tow

n.uchiko.

　ehim
e.jp

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学
び
の
場

気
軽
に
文
化
講
座「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
」

開催日 テーマ 講師

７月18日（木） ＥＢＰＭ（エビデンスに基づく政策形
成）によるまちづくり 入江　賀

の り こ

子さん（環境デザイン学科准教授）

８月29日（木） バショウなどの地域資源を活用した
持続可能な農業の構築 上野　秀

ひ で と

人さん（大学院農学研究科教授）

９月19日（木） 愛媛県で起こりうる災害への備え 二神　透
とおる

さん（環境デザイン学科准教授）

10月17日（木）日本の高等教育の光と陰 徐
じょ

　祝
しゅうき

旗さん（産業マネジメント学科教授）

11月21日（木）内子町の景観をどうやって守る？ 岡村　伊
い お り

織さん（産業マネジメント学科助教）

ＩＤ

町からのお知らせ
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　「
内
子
町
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
で
ん
で
ん
む
し
」
で
は
、

自
宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
や
そ

の
家
族
を
対
象
に
、
交
流
型
の「
ふ

れ
あ
い
カ
フ
ェ
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
し
ゃ
べ
り
や
読
書
な
ど
で
自

由
に
過
ご
し
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ

ぎ
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日
　
毎
月
第
３
木
曜
日

※
７
年
３
月
は
21
日（
金
）に
実
施

●
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所
　
五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
５

「
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
」
に
参
加
し
て

く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

●
試
験
日

▽
第
１
回
　
８
月
６
日（
火
）

▽
第
２
回
　
９
月
１
日（
日
）

▽
第
３
回
　
12
月
８
日（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
～

●
場
所
　南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
　他

●
受
験
手
数
料
　
５
２
０
０
円

※
す
で
に
他
の
狩
猟
免
許
を
所
持
す

　
る
人
は
３
９
０
０
円

※
無
免
許
ま
た
は
無
許
可
で
鳥
獣
の

　
捕
獲
を
行
っ
た
場
合
、
１
年
以
下

　
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

　
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

農
林
振
興
課
　
林
業
振
興
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

軽
減
の
た
め
、
狩
猟
免
許
の
取
得
に

か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
対
象

者
は
合
格
者
の
み
で
す
。

《
狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会
》

●
講
習
日
／
会
場

①
７
月
14
日（
日
）
／
西
条
市
地
域

　
創
生
セ
ン
タ
ー

②
７
月
21
日（
日
）
／
愛
媛
県
生
活

　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

③
11
月
24
日（
日
）
／
愛
媛
県
生
活

　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

●
時
間
　
午
前
９
時
～

●
受
講
料
　
９
０
０
０
円

※
事
前
申
込
が
必
要
、
定
員
あ
り

《
狩
猟
免
許
試
験
》

大
切
な
農
地
と
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
か
ら
守
ろ
う

狩
猟
免
許
取
得
費
用
を
助
成
し
ま
す

●応募資格　法人その他の団体（個人は不可）
●応募方法　各施設が定める指定管理者指定申請
　書に必要書類を添えて提出
●受付期間　７月１日（月）〜 31日（水）
※平日の午前８時30分〜午後５時15分
●決定方法　申請書類をもとに内子町指定管理者
　選定委員会で選定し、町議会の議決を経て決定
　します。
※詳しくは条例や施行規則をご確認ください。各
　申込先で閲覧できます。

《対象施設》
①五十崎特産センター（手づくり農産加工研修セ
　ンターを含む）
▷所在地　五十崎甲１７６０番地１
▷業務内容　施設の利用許可・運営・維持管理など
▷指定管理の期間　６年10月１日〜11年９月30日
【申込・問い合わせ】
農林振興課　農業振興係
☎０８９３（４４）２１２３

②内子町成留屋地区まちづくり施設（大瀬の館）
▷所在地　大瀬中央４６１０番地１
▷業務内容　施設の維持管理・宿泊・地域の活性
　化など
▷指定管理の期間　６年10月１日〜11年９月30日
【申込・問い合わせ】
大瀬自治センター
☎０８９３（４７）０１０２

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学
び
の
場

気
軽
に
文
化
講
座「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
」

町有施設の指定管理者を募集します

五十崎特産センター 大瀬の館
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●
開
催
日
　
６
日
・
７
日

●
場
所

　内
子
町
本
町
商
店
街

●
主
な
催
し
　

▽
６
日
　
笹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
、

　
内
子
小
学
校
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

　
鼓
笛
隊
、ラ
ン
タ
ン
飾
り
、ア

　
ン
ブ
レ
ラ
ス
カ
イ
　
他

▽
７
日
　
笹
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
、

　
ラ
ン
タ
ン
飾
り
、
ア
ン
ブ
レ

　
ラ
ス
カ
イ
　
他

※
笹
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
雨

　
天
時
は
８
日（
木
）に
延
期

●
交
通
規
制
　
下
図
の
と
お
り

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
笹
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
０
８
０（
７
２
８
５
）５
６
１
４

【
ご
み
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場
　
環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

　
　
　

内
子
内
子
のの
夏
祭
り

夏
祭
り

《
内
子
の
夜
市
》

●
日
時
　
６
日
・
13
日
、
午
後

　
６
時
～

※
雨
天
時
は
翌
日
に
順
延

《
内
子
夏
祭
り
》

●
日
時
　
20
日
、
午
後
２
時
～

※
雨
天
時
は
21
日（
日
）に
順
延

《
各
イ
ベ
ン
ト
の
共
通
事
項
》

●
場
所
　
内
子
町
本
町
商
店
街

●
交
通
規
制
　
観
光
サ
イ
ト

　「
内
子
さ
ん
ぽ
」
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
ま
ち
づ
く
り
商
店
街
協
同

組
合

☎
０
８
０（
７
２
８
５
）５
６
１
４

●
日
時
　
27
日
、
午
後
５
時
30

　
分
～

※
荒
天
時
は
中
止

●
場
所
　
小
田
支
所
前
広
場

●
主
な
催
し
　
大
絵
燈
籠
の
展

　
示
、
和
太
鼓
演
奏
、
演
劇
、
燈

　
籠
流
し
　
他

※
詳
細
は
小
田
燈
籠
ま
つ
り
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く  

　
だ
さ
い
。

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

小
田
燈
籠
ま
つ
り
保
存
会

☎
０
８
０（
２
９
７
７
）１
３
２
５

　笹まつりの期間中は交通
規制を行います。７日が雨
で終日中止の場合は延期に
なり、８日に実施します。
時間は午前８時～午後 10
時です。
　６日、９日はごみ収集場所
が左図のように変わります。

交通規制とごみ収集

郷
之
谷
川

●
内
子
駅

●

●

伊
予
銀
行

古
川
医
院

駐
車
場

●
内
子
座

肱
川
通
り

中町

本町

清
正
川

内
山
建
材
●

●本
町
広
場

●

内
子
児
童
館

６日、９日（雨天順延時）の生ごみ収集場所

●
ウ
エ
ダ
オ
ー
ト

●●

高
橋
邸

高
橋
邸

●
内
子
幼
稚
園

●
内
子
幼
稚
園

※笹踊り中のみ
　通行止め
※笹踊り中のみ
　通行止め

交通規制区域　午前８時～午後10時

生ごみ収集場所生

坂
町

生

生

生
生

内子商店街イベント

小田燈籠まつり2024

内子笹まつり

―――内子の夏祭りのお知らせ内子の夏祭りのお知らせ―――

７月６日、13日、20日 土

８月６日　　７日 水火

７月27日 土

商店街を彩る手作りの笹飾り

まちを照らす大絵燈籠

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
▼
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町からのお知らせ

気
付
か
な
い
う
ち
に
進
行
す
る
病
気

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
内
子
町
の「
特
定

創
業
支
援
等
事
業
」
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
規
定
数
を
受
講
す
る
こ
と

で
、
登
録
免
許
税
軽
減
な
ど
の
支
援

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
開
催
日
　
７
月
24
日
、
31
日
、
８

　
月
14
日
、
21
日
、
28
日（
全
５
回
）

●
時
間
　
午
後
６
時
30
分

　
　
　
　
～
８
時
30
分

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料
　
無
料

●�

講
師
　
東
矢
憲け

ん
じ二
さ
ん（
四
国
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表
）

●
対
象
　
創
業
に
興
味
が
あ
る
人
、

　
創
業
を
予
定
・
検
討
し
て
い
る
人
、

　
創
業
し
て
間
も
な
い
人

●
定
員
　
先
着
15
人

●
申
込
期
限
　
７
月
19
日（
金
）

　
１
３
７
１
５
８

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課
　
商
工
観
光
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

起
業
し
た
い
人
に
向
け
た「
創
業
塾
セ
ミ
ナ
ー
」

　
自
分
自
身
で
判
断
能
力
が
あ
る
う

ち
に
、
誰
に
何
を
頼
み
た
い
か
を
決

め
、
公
正
証
書
に
定
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
将
来
、
判
断
能
力
が
低
下

し
た
と
き
の
備
え
に
な
り
ま
す
。

《
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
》

　
保
健
福
祉
課
で
は
、
制
度
の
利
用

希
望
者
や
後
見
人
か
ら
の
相
談
な
ど

を
、
福
祉
専
門
職
員
が
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
心
配
ご
と
が
あ
れ
ば
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知

的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
で
判

断
能
力
が
不
十
分
と
な
っ
た
人
が

日
常
生
活
で
不
利
益
を
受
け
な
い
よ

う
、
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約
な
ど
の

手
続
き
を
行
う
制
度
で
す
。

《
成
年
後
見
制
度
の
種
類
》

●
法
定
後
見
制
度

　
本
人
の
判
断
能
力
に
応
じ
て
、
家

庭
裁
判
所
が
成
年
後
見
人
・
保
佐
人
・

補
助
人
を
選
び
ま
す
。
預
貯
金
の
管

理
、
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。�

●
任
意
後
見
制
度

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
―
―

「
成
年
後
見
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か

●手当額（児童１人あたり月額）
▷１級／５万5,350円、２級／３万6,860円
　中度以上の障がいのある児童（20歳未満）を家
　庭で養育している人に支給されます。

《特別児童扶養手当》

●手当額（児童１人あたり月額）　１万5,690円
　重度の障がいがあるため、日常生活で常に介護
　を必要とする20歳未満の人に支給されます。

《障害児福祉手当》

●手当額（１人あたり月額）　２万8,840円
　重度の障がいがあり、日常生活で常に特別な介護
　を必要とする在宅の20歳以上の人に支給されます。

《特別障害者手当》

【申請・問い合わせ】
保健福祉課　障がい者福祉係
☎０８９３（４４）６１５４

●手当額（月額）　１万740円〜４万5,500円
　父母の離婚などで、父（母）と生活を共にできな
　い児童の母（父）、または父母に代わって児童を
　養育している人に支給されます。
※児童が18歳に達してから最初の３月31日（一
　定の障がいがある場合は20歳未満）まで支給さ
　れます。
※金額は所得に応じて決まります。対象児童が２
　人以上の場合は加算があります。

《児童扶養手当》

【申請・問い合わせ】
こども支援課　児童福祉係
☎０８９３（２３）９２５５

――各種福祉手当制度のご案内――

ＩＤ

　該当者に支給される福祉手当の金額が、６年４
月から変更されました。受給には手続きが必要で
す。詳しくは各担当課へお問い合わせください。
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議場の様子

●
日
時
　
７
月
31
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～

●
場
所
　
議
会
議
事
堂

●
内
容
　
町
内
中
学
校
か
ら
選
ば
れ

　
た
生
徒
が「
こ
ど
も
議
員
」
と
し

　
て
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
、
町
長

　
が
答
弁
を
行
い
ま
す
。

●
傍
聴
方
法
　
住
民
課
、内
子
分
庁
、

　
林
業
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー

　
で
、議
会
の
様
子
を
見
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

議
会
事
務
局

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
５

　
中
学
生
が
町
議
会
を
模
擬
体
験
し

て
行
政
や
議
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
自
由
な
意
見
や
希
望
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
内
子
町
こ
ど
も
議
会
」
を
初
開
催

し
ま
す
。

「
こ
ど
も
議
会
」
で
生
徒
が
町
長
に
質
問
し
ま
す

《
検
査
で
早
期
発
見
・
治
療
を
》

　
内
子
町
で
は
無
料
の
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
病
気

の
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が
る
の

で
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
　
内
子
町
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
40
歳

　
以
上
の
人

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
５

　
世
界
保
健
機
構（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）で
は
、

毎
年
７
月
28
日
を「
世
界
肝
炎
デ
ー
」

と
定
め
て
、
病
気
の
理
解
促
進
や
感

染
予
防
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
、
肝
臓
が

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
で
慢
性

的
に
炎
症
し
、
働
き
が
悪
く
な
る
病

気
で
す
。
熱
や
痛
み
な
ど
の
症
状
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、気
付
か
な
い
う
ち
に

肝
硬
変
や
が
ん
な
ど
の
命
に
関
わ
る

病
気
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

気
付
か
な
い
う
ち
に
進
行
す
る
病
気

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

　子どもを持ちたい人が安心して生み育てられ
る環境づくりのため、次の補助金を交付します。
《若年出産世帯応援事業》
●対象者　６年４月１日以降に子を出生し、出
　生時に夫婦とも35歳以下であった世帯
●補助対象経費　育児用品、時短・省エネ家電
　などの購入費用
●補助金額（上限）　新生児１人につき20万円
　１４０１１９
《多子世帯リフォーム等支援事業》
●対象者　５年４月１日以降に子を出生し、出
　生時に18歳未満の子が２人以上同居する世帯
●補助対象経費　既存住宅のリフォームおよび
　引越し費用
●補助金額（上限）　新生児１人につき20万円
　（子が３人以上の場合は30万円）
　１４０１１８

《ＵＩＪターン保育士支援事業》
●対象者　６年４月１日以降に町内の私立保育所
　に就職する常勤の保育士で、次のいずれかの人
▷県外から県内へ転入する人
▷町内出身で新卒採用の人
●補助対象経費　引越し費用、家賃、生活用品購
　入費用
●補助金額（上限）　20万円
　１３８２５１
《共通事項》
●申請方法　所定の用紙に記入して提出
※町が指定した期間に購入または支払いを完了し
　たものが対象です。
※申請は各事業ごとに１回限りです。
【申請・問い合わせ】
こども支援課　児童福祉係
☎０８９３（２３）９２５５

　子育て世帯の皆さんを応援します

ＩＤ

ＩＤ

ＩＤ

内子町の出産・育児・生活サポート制度
県・町連携事業
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町からのお知らせ

気
付
か
な
い
う
ち
に
進
行
す
る
病
気

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　今年で25回目となる内子座文楽公演に併せて、
町の中で文楽や人形浄瑠璃の世界を楽しむ「夜ま
ち歩き」を初開催します。無病息災や商売繁盛を願
い、人形を操り太鼓を鳴らす「でこまわし」は、かつ
て内子でも行われていたと伝わります。内子座文楽
の出演者によるミニ公演と併せてお楽しみください。
●開催日　８月24日（土）
●場所　内子本町商店街〜町並み保存地区周辺
●内容／時間
▷でこまわし／午後６時〜７時
　徳島県指定無形民俗文化財の阿

あ わ

波木
で こ

偶「三
さ ん ば そ う

番叟
まわし」を披露します。
▷まちかど文楽展／午後６時〜８時
　歴代内子座文楽のポスターや、人形浄瑠璃に関
　する展示をビジターセンターなどで実施します。
▷文楽ミニ公演／午後７時〜７時40分
　内子座文楽第25回公演の出演者によるトークと
　実演を、上芳我邸の土蔵で行います。

《応援スタッフを募集します》
　夜まち歩きの運営を手伝うボランティアを募
集中です。希望者は事務局までご連絡ください。
※詳細は内子町のホームページで確認できます。
　１２７８２４
【問い合わせ】
内子座文楽公演実行委員会（内子町教育委員会
自治・学習課）
☎０８９３（４４）２１１４

上
芳
我
邸
で
行
う
文
楽
ミ
ニ
公
演
で
は

﹁
お
園
さ
ん
﹂
が
登
場
し
ま
す

夜夜まちまち歩歩きで味わうきで味わう伝統芸伝統芸の世界の世界

カ
ー
ド
の
取
得
と
利
用
登
録
が
ま
だ

の
人
は
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
窓
口
負
担
割
合
に
つ
い
て

　
医
療
機
関
の
受
診
時
の
窓
口
負
担

割
合
は
、
被
保
険
者
の
所
得
に
よ
っ

て
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
被
保
険
者
証
と
併
せ
て
送
付
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
６
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書

　
は
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
新
し
い

被
保
険
者
証（
青
色
）
を
７
月
下
旬

に
交
付
し
ま
す
。
有
効
期
間
は
８
月

1
日
～
７
年
７
月
31
日
で
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
を

　
多
く
の
医
療
機
関
は
、健
康
保
険

証
の
利
用
登
録
を
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
受
診
で
き
ま
す
。こ
の

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」は
事
前
申
請
を
し

な
く
て
も
、
高
額
療
養
費
制
度
の
限

度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
発
生
し
ま

せ
ん
。
12
月
２
日
か
ら
は
紙
の
被
保

険
者
証
が
発
行
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
す

●
入
居
資
格
　
住
宅
に
困
窮
し
て
月

　
額
所
得
が
15
万
８
０
０
０
円
以
下

　
の
人
。
同
居
中
ま
た
は
同
居
し
よ

　
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

●
申
込
方
法
　
建
設
デ
ザ
イ
ン
課
・

　
内
子
分
庁・小
田
支
所
に
あ
る
申
込

　
書
を
７
月
19
日（
金
）ま
で
に
提
出

●
そ
の
他
　
入
居
時
に
家
賃
３
カ
月

　
分
の
敷
金
が
必
要

　
１
３
７
４
３
４

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課
　
管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

●
住
宅
の
規
格
・
家
賃
な
ど

《
土
居
第
１
団
地

　１
０
５
号
》

▽
住
所
　
内
子
３
５
９
０
番
地

▽
構
造
　
中
層
耐
火
３
階
・
Ｈ
９
建

▽
面
積
他
　
74
・
70
㎡
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　２
万
４
７
０
０
円
～

※
駐
車
場
な
し

《
護
国
第
２
団
地

　２
０
１
号
》

▽
住
所
　
城
廻
１
３
１
番
地

▽
構
造
　
木
造
平
屋
・
Ｈ
３
建

▽
面
積
他
　
64
・
０
㎡
、
３
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　１
万
６
９
０
０
円
～

※
駐
車
場
あ
り（
有
料
）

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

ＩＤ

内子座文楽
第25回公演記念新企画

ＩＤ
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くらしの情報

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

発
達
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
２
３
）
９
２
５
５

　
井
戸
や
洗
濯
板
な
ど
、
水
に
関
わ

る
民
具
を
通
し
て
昔
の
暮
ら
し
を
学

び
ま
す
。
ク
イ
ズ
や
体
験
を
し
た
後

に
、
井
戸
水
で
冷
や
し
た
ス
イ
カ
を

食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
８
月
３
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
歴
史
民
俗
資
料
館（
商
い

　
と
暮
ら
し
博
物
館
）

●
対
象
　
町
内
の
小
学
生

●
定
員
　
10
人
程
度（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
参
加
費
　
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

歴
史
民
俗
資
料
館（
商
い
と
暮
ら
し

博
物
館
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
２
０

▽
７
月
26
日（
金
）
午
前
８
時
～
９

　
時
30
分
／
早
朝
ウ
ォ
ー
ク

▽
８
月
30
日（
金
）
午
前
10
時
～
11

　
時
30
分
／
体
力
測
定

●
集
合
場
所
　
内
子
町
民
会
館

●
持
参
品
　
帽
子
、タ
オ
ル
、飲
み
物
、

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
用
ポ
ー
ル

　（
持
っ
て
い
る
人
）

●
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
５

　
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
に
つ
い
て

学
ぶ
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
当
事
者

で
も
あ
る
講
師
か
ら
、
普
段
の
生
活

で
本
人
が
感
じ
る
困
難
や
必
要
な
支

援
な
ど
を
学
び
、
誰
も
が
共
生
で
き

る
社
会
の
実
現
を
考
え
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
30
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

●
場
所
　
共
生
館

●
演
題
　「
当
事
者
か
ら
見
た
自
閉

　
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
理
解
と
支
援
」

●
講
師
　
綿
貫
愛あ

い
こ子

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
法
人
東
京
都
自
閉
症
協
会
役
員
、

　
臨
床
発
達
心
理
士
）

●
参
加
費
　
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

元
気
わ
く
わ
く
川
ま
つ
り
実
行
委
員

会（
五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
１
２
２
１

　「
そ
と
で
、
こ
こ
で
」
は
、
自
然
の

中
で
お
い
し
い
も
の
を
楽
し
み
な
が

ら
過
ご
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
緑
豊
か

な
小
田
地
域
で
涼
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
７
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所
　
城
の
台
公
園

●
内
容
　
食
事
や
コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
、

　
子
ど
も
用
ミ
ニ
プ
ー
ル
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

そ
と
で
、こ
こ
で
実
行
委
員
会
　
小
山
田

　sotococo.m
ain@

gm
ail.com

　
グ
ル
ー
プ
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

気
軽
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
雨
天
時

は
室
内
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
内
容

　
町
内
の
カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
の
会

員
が
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
21
日（
日
）
午
後
１

　
時
開
演

●
場
所
　
共
生
館

●
入
場
料
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
自
治・学
習
課

生
涯
学
習
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

●
日
時
　
７
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

●
集
合
場
所
　
あ
け
ぼ
の
橋
下
河
川
敷

●
内
容
　
川
遊
び
、水
生
生
物
調
べ
、

　
川
漁
体
験
、
木
登
り
体
験
な
ど

●
参
加
費
　
５
０
０
円（
飲
み
物
代
、

　
保
険
料
を
含
む
）

●
定
員
　
70
人

※
小
学
2
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
記

　
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

伸
び
や
か
な
歌
声
が
響
く

「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」

し

催

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
を

当
事
者
に
学
ぼ
う

「
水
」か
ら
学
ぶ
昔
の
暮
ら
し

小
学
生
向
け
の
体
験
学
習

れきみんで昔の暮らしを体験

「
元
気
わ
く
わ
く
川
ま
つ
り
」

で
小
田
川
を
満
喫
し
よ
う

外
で
、
の
ん
び
り
過
ご
そ
う

第
13
回「
そ
と
で
、
こ
こ
で
」

仲
間
と
一
緒
に
歩
い
て

運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
確
認
で
き
ま
す
▼
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副団長

泉　隆
りゅういちろう

一郎

内子方面隊長

渡部　文
ふ み と

人
内子副方面隊長

大藤　　聡
さとし

副団長

山田　満
みつはる

春

小田副方面隊長

道岡　定
さだしげ

茂
小田方面隊長

冨岡　勝
かつとし

寿
五十崎副方面隊長

西野　清
き よ し

志
五十崎方面隊長

西田　一
いちろう

朗

分団 分団長 副分団長 部長（〇数字は部／①＝１部部長）
内　子 稲井　強 徳田幸治 ①住田浩一郎 ②和氣康一 ③平田宏 ④泉田誠一
五　城 長渕孝仁 中川宏幸 ①武智賢 ②山田和年 ③𡈽居和博 ④本田正人 ⑤山本直人
大　瀬 上田孝浩 森田　敦 ①明智亮 ②辰本優 ③泉等 ④佐伯実 ⑤中岡健一 ⑥山崎正人
立　川 大池正明 柴田耕一 ①西岡良典 ②山口功志 ③萬奥修一 ④上栁繁男
満　穂 寳泉武徳 上田和志 ①森岡正樹 ②上田雄一郎 ③河田賢二
中　央 稲月伸次 増原圭一郎
五十崎 矢野良平 鍛治岡誠 ①河野了 ②髙橋秀幸 ③沖見吉広 ④森岡勉
天　神 沼井高志 宮岡圭介 ①大野倫之 ②飛野一弘 ③横道龍治 ④智葉誠 ⑤和氣敬
平　岡 西野浩一 植田和広 ①二宮武志 ②福山守 ③大成健二 ④松岡幸廣
御　祓 久保　茂 深井賢一 ①一宮義幸 ②河内忠司
参　川 髙岡洋一 後藤克幸 ①西田祥 ②池田彰一 ③松本修治
小　田 伊藤弘志 越智治德 ①篠﨑史朗 ②谷岡博 ③黒田淳一 ④山岡陽一
田　渡 大森栄次 寺岡和一 ① 二宮一②大森忍 ③大西勇記
女　性 泉　　忍 尾﨑千枝

《分団幹部名簿》

　近
い
将
来
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
大
雨

な
ど
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
︑

行
政
や
消
防
署
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
︑

出
動
体
制
の
見
直
し
や
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
導
入
︑
団
員
の

処
遇
改
善
な
ど
を
進
め
ま
す
︒

　消
防
団
員
と
し
て
一
人
一
人

が
誇
り
を
持
ち
︑
町
民
の
皆
さ

ん
の
力
に
な
る
よ
う
︑
団
員
一

丸
と
な
っ
て
ま
い
進
し
ま
す
︒

まちの安心安全のために、一致協力

内子町消防団の新体制を紹介します内子町消防団の新体制を紹介します
　４月に消防団幹部の改選が行われ、谷岡和彦さんが内子町消防団団長に就任
しました。谷岡団長をはじめとする消防団員701人は、火災などの災害が起きた
ときに活動を行うなど、町民の皆さんの安心・安全を守っています。皆さんから
信頼される消防団員として、団員が一致団結して使命に力を尽くします。

【問い合わせ】総務課　危機管理班　☎０８９３（４４）６１５０

団
長

　谷
岡

　和か
ず
ひ
こ彦



2024. 7   広報うちこ  29

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
薬
務
衛
生
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
９
１

　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
や
農
作
物
な

ど
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日
時
　
10
月
27
日（
日
）
午

　
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所
　
内
子
運
動
公
園

●
出
店
条
件
　
町
内
在
住
ま
た
は
町

内
で
事
業
を
し
て
い
る
人

●
出
店
料
　
２
０
０
０
円

●
申
込
方
法
　
電
話
・
メ
ー
ル
・
イ
ン

　
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

　
の
い
ず
れ
か
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
８
月
31
日(

土)

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会（
盛
岡
）

☎
０
８
０
（
２
５
３
３
）６
９
６
３

　uchiko.handm
ade@

gm
ail.com

　
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

●
定
員
　
20
人

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
期
限
　
７
月
19
日（
金
）

●
主
催
　
手
話
サ
ー
ク
ル
内
の
子

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時
　
８
月
５
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
参
加
費
　
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　
輸
血
な
ど
に
使
わ
れ
る
血
液
製

剤
は
、
献
血
で
提
供
さ
れ
た
血
液
か

ら
作
ら
れ
ま
す
。
命
を
救
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
開
催
日
　
７
月
27
日（
土
）

▽
所
在
地
　新
居
浜
市
大
生
院
１
２
３
３

　
―
２

【
問
い
合
わ
せ
】

☎
０
８
９
７
（
４
３
）
４
１
２
３

《
愛
媛
中
央
産
業
技
術
専
門
校
》

▽
開
催
日
　
７
月
30
日（
火
）

▽
所
在
地
　
今
治
市
桜
井
団
地
４
―

　
１
―
１

【
問
い
合
わ
せ
】

☎
０
８
９
８
（
４
８
）
０
５
２
５

《
手
話
で
あ
そ
ぼ
う
！
》

●
日
時
　
７
月
29
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

●
内
容
　
手
話
が
初
め
て
の
人
で
も

　
楽
し
め
る
よ
う
、
歌
や
ゲ
ー
ム
を

　
県
内
の
も
の
づ
く
り
産
業
へ
の
就

職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
希
望

者
は
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
各
校

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

《
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校
》

▽
開
催
日
　
７
月
26
日（
金
）

▽
所
在
地
　宇
和
島
市
柿
原
甲
１
７
１
２

【
問
い
合
わ
せ
】

☎
０
８
９
５
（
２
２
）
３
４
１
０

《
新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校
》

県
立
産
業
技
術
専
門
校
の

授
業
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

７
・
８
月
は「
愛
の
血
液
助
け

合
い
運
動
」月
間
で
す

「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ス
タ
」

の
出
店
者
を
募
集
中

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

詳
細
は
愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
▼

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
イ
ベ
ン
ト

の
詳
細
を
確
認
▼

●採用予定人数
▷消防職（一般）　４人程度
▷消防職（救急救命士）　２人程度
▷消防職（消防職経験者）　若干名
●一次試験
▷日時　９月22日（日）
　　　　午前９時〜午後５時
▷場所　大洲市役所
●受付期限　８月２日（金）
※受験申込書の入手、受験資格な
　どの詳細の確認は、大洲地区広
　域消防事務組合のホームページ
　でできます。
【申込・問い合わせ】
大洲地区広域消防事務組合　消防
本部総務課
☎０８９３（２４）２６６６
　 http://ozu119.jp/

大洲地区広域消防事務組合

消防職員募集

大切な人とまちを守れる人に――
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くらしの情報

　
県
内
の
指
定
の
直
売
所
で
使
え

る
、
お
得
な「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
」を
販
売
し
ま
す
。

●
内
容
　
６
０
０
０
円
分（
５
０
０
円

　
×
12
枚
）の
商
品
券
を
５
０
０
０

　
円
で
販
売

●
販
売
場
所
　
直
売
所（
一
部
を
除
く
）

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。
早

　
め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

●
利
用
期
限
　
９
月
１
日（
日
）

※
利
用
で
き
る
店
舗
な
ど
の
詳
細
は
、

　
愛
媛
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
食
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
５
４
１

　
応
募
資
格
や
募
集
人
員
な
ど
の
詳

細
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

※
１
人
１
時
間
程
度

●
場
所
　
内
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
本
人
ま
た
は
家
族

●
相
談
担
当
　
幸
田
裕ゆ

う
じ司

さ
ん（
心

　
理
療
法
士
）

●
申
込
方
法
　
７
月
12
日（
金
）
ま

　
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
随
時
、
相
談

　
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
５

●
受
付
期
間
　
７
月
16
日（
火
）
～

　
25
日（
木
）

●
一
次
試
験
日
　
９
月
22
日（
日
）

●
採
用
人
数（
予
定
）　
一
般
課
程

　
３
１
５
人
／
航
空
課
程
15
人
／
管
制

　
課
程
20
人
／
海
洋
科
学
課
程
15
人

【
問
い
合
わ
せ
】

松
山
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
８
９
（
９
５
１
）
１
１
９
６

　
す
る
場
合
は
、
常
に
保
護
者
が
付

　
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
施
設
内
に
掲
載
す
る
注
意
事
項
な

　
ど
を
守
っ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
自
治・学
習
課

社
会
体
育
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

●
場
所
　
大
洲
市
平
野
町
野
田
乙

　
１
６
４
４

●
開
園
期
間
　
７
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
９
月
１
日（
日
）

●
開
園
時
間
　午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
料
金
　
４
２
０
円（
高
校
生
以
下

　
は
無
料
）

※
幼
児
プ
ー
ル
、
流
水
プ
ー
ル
の
み

　
利
用
で
き
ま
す
。
50
㍍
プ
ー
ル
、

　
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
利
用
不
可
。

【
問
い
合
わ
せ
】

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園

☎
０
８
９
３
（
２
４
）
４
７
０
４

　
専
門
家
が
心
の
不
調
な
ど
の
悩
み

を
聞
く「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

実
施
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
る

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
種
目
　
一
般
曹
候
補
生
、
防

　
衛
大
学
校
学
生
、
自
衛
官
候
補
　

生
、
航
空
学
生
な
ど

●
受
付
期
間
　
７
月
１
日（
月
）
～

※
受
付
期
間
や
試
験
日
は
、
種
目
に

　
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
　
大
洲

地
域
事
務
所

☎
０
８
９
３
（
２
４
）
４
１
２
３

　h
ttp

s://w
w

w
.m

o
d

.g
o

.jp
/

　gsdf/jieikanbosyu/

●
開
園
期
間
　
７
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
８
月
18
日（
日
）

●
開
園
時
間
　午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
７
月
13
日
の
み
午
後
１
時
開
園

●
料
金
　
無
料

●
注
意
事
項

▽
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　
で
な
け
れ
ば
泳
げ
ま
せ
ん
。

▽
円
形
プ
ー
ル
　
小
学
６
年
生
以
下

　
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
中
学
生

　
以
上
で
も
小
学
３
年
生
以
下
に
付

　
き
添
う
場
合
は
入
れ
ま
す
。

▽
50
㍍
プ
ー
ル
　
小
学
４
年
生
以
上

　
で
身
長
１
３
０
㌢
以
上
の
人
が
対

　
象
で
す
。
そ
れ
以
外
の
人
が
利
用

県
立
産
業
技
術
専
門
校
の

授
業
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

不
眠
や
不
安
の
相
談
に

専
門
家
が
応
え
ま
す

海
上
保
安
学
校
学
生

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

知

ら

せ

お「
か
ら
り
」「
せ
せ
ら
ぎ
」で
も

使
え
る
お
得
な
商
品
券

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

６
年
度
の
自
衛
官
な
ど
を

募
集
し
ま
す

内
子
運
動
公
園
プ
ー
ル
の

開
園
は
７
月
13
日
か
ら

「
平
野
運
動
公
園
」の

屋
外
プ
ー
ル
利
用
に
つ
い
て

詳
細
は
海
上
保
安
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
▼


	広報うちこvol321_20-21
	広報うちこvol321_22-23
	広報うちこvol321_24-25
	広報うちこvol321_26-27
	広報うちこvol321_28-29

